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４月２６日／「ＮＰＯ法学習会」。定員(150名)まで、あと僅か。

        「当日参加」は無理かも知れません。ご留意下さい。必ず、事前申し込み下さい。

        申し込み用紙が無い場合、「氏名、所属、住所、電話、FAX番号」を適当な用紙に記入して、

      送信して下さい。又は、お電話下さい。

  ◎ 東海４県の行政の担当者の方に出席をお願いしました。

         法施行の段取りについて、現在わかる範囲で説明して頂けると思います。

         法律では、「公布日から1年以内に施行する」ことになっています。公布日は3月25日で

       した。与党三党の担当者会議で、「1月1日施行」が確認されています。経企庁は、都道府県

       の意向を確認・調整した上で、4月中旬には施行日を決めるとしていますが、ほぼ1月1日

       施行と考えて良いと思います。

         となると、「手続き条例」の議会審議は「9月議会」が予想され、それ以降は急ピッチで、

      「説明会」など「受付」に向けての作業が進行すると思われます。

  ◎ 市民団体サイドも、具体的な準備作業が必要になります。

         ポイント１：9月までの段階と9月以降の取り組みを区別すること。

         ポイント２：ニーズの区分としては、「どんな法案なのか知りたい」段階、｢法人格を取ろ

                   うかどうしようか迷っている｣段階、「取ると決めたが、どうすれば良いのか｣と

                   いう段階、大きく3段階に分かれるかと思います。

         ポイント１からは、9月までは自治体（行政･議会）へ「私たちの要望」を届ける作業があ

       り、9月以降は、「具体的準備」作業をすることが考えられます。

         ポイント２からは、それぞれのニーズに対応した企画が要ると思います。「基礎学習会」「法

       案学習会」と同時に、３番目の｢取ると決めた団体｣への対策として、「連絡会」を作って、「定

       款づくり」「各種書類作成」などの具体的準備を進めることが必要かと思います。

         希望の団体で「連絡会」を作りませんか。関心のある方はお問い合わせ下さい。

  ◎ 「シーズ」のブックレットを取り寄せます。ご注文をどうぞ。

       イ「ＮＰＯ法ハンドブック」(予定価格2,000円)          今週発行

ロ「ＮＰＯ法条文詳説」(  〃  1,300円)                   〃

ハ「ＮＰＯ法人会計等の会計指針」（公開論議用）         発行中です。
   一括取り寄せます。26日当日、有料実費で頒布します。

                       学習会の案内        

             と  き：４月２６日（日） 午後１時３０分－５時

             ところ：愛知県社会福祉会館・多目的会議室(愛知県産業貿易館西館３階)
                         地下鉄「丸の内」駅から北東へ徒歩８分。「市役所」駅から南西に10分。

             内  容：「法案の概要解説」（渥美裕資弁護士）

                    「法案の会計・税務・保険などの解説」（加藤歌子税理士） など。

             その他：参加費は、資料代として１，０００円です。
（２）今後の諸日程（お問い合わせは、いずれも当実行委員会まで。）

   ① 「ＮＰＯ塾」：5月11日19:00／服部則仁：「ＮＰＯ支援条例のモデル提案」

         日本青年会議所と日本ＮＰＯセンターで共同作成されているものです。
   ② 出前セミナー(1)「市民活動及びボランティア活動促進連続講座」

      主催：西尾市・西尾商工会議所   後援：西尾市教育委員会、西尾市社会福祉協議会ほか。

  4月18日(土)13:30「NPOとは何か。なぜ、社会が必要とするのか」／働く婦人の家

                講師：山岡義典氏（日本ＮＰＯセンター事務局長）

  4月22日(水)13:30「NPOへの支援と地域社会の発展。企業や行政の役割」／働く婦人の家

              講師：森西宏巳氏（三重県NPO担当）／三島祥宏氏（前大阪ｺﾐｭﾆﾃｨ財団専務理事）
  5月23日(土)13:30「ボランティア社会に向けて。長野ｵﾘﾝﾋﾟｯｸの経験から」／文化会館

              講師：榎田勝利氏（愛知淑徳大学国際部長）

       問い合わせ先／西尾商工会議所：０５６３（５６）５１５１（織田・大西）

   ③ 出前セミナー(2)（「ちた在宅ネット」とともに）―――５月23日(土)／会場:未定

④ シンポジウム「公的介護保険とケアの質の保障」―５月24(日)13:00／中小企業センター
     主催：医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海・公的介護を進める1万人委員会愛知（準）。

    パネリスト：池田省三（自治総研政策部長）／五島正規（衆議院議員･医師）／野村文枝（地

                域福祉を考える会）／厚生省から担当者／ほか。

    コーディネーター：大熊由紀子氏（朝日新聞論説委員）

⑤ 「震災がつなぐ全国ネットワーク」全国会議。――5月30日・31日／名古屋にて。

         この一環として、31日午後に「震災から学ぶまちづくり・シンポジウム」の開催を「震災

       から学ぶボランティアネットの会」が準備中。

   ⑥ 「イギリスの福祉部門のＮＰＯ代表(3名)」来名。――7月18日「シンポジウム」

        「市民参加型福祉システムのあり方」「ＮＰＯのマネジメント」をテーマに、名古屋で「シ

      ンポジウム」が開催されます。介護保険の導入が決まった日本で、「福祉国家」から「多元的

      福祉システム」への転換を成し遂げたイギリスの経験を学ぶことは大変有意義だと思います。

        愛知県大府市にある「さわやか愛知」代表の川上里美さんが研究委員に参加されています。

      シンポジウムは実行委員会を組織して開催されますが、ＮＰＯセミナー実行委員会も「協力」

      します。みなさんもぜひご予定下さい。

（３）その他お知らせ。

     ◎「定番ＮＰＯ塾レポートVol１。 ＮＰＯ活動にとっての公益性とは何か」発行。（26日）

         Ａ４で30頁ほどです。定価：５００円です。必要な方は、ご連絡下さい。賛助会員の方に

       は無料で送付します。（賛助会員にご入会下さい）

         内容：第1章／「市民団体にとって公共性、公益性とは何か」（椙山女学園大学教授 武長脩行）

               第２章／「イギリスのチャリティ制度における公益性」（豊田市国際交流協会 三島知斗世）

               第３章／「介護ＮＰＯの現状」（地域たすけあい「ゆいの会」代表 松下典子）

               第４章／「チャリティの登録についての調査」（チャリティ委員会発行：三島知斗世訳）

               第５章／「市民社会と民法」（星野英一著「民法のすすめ」の学習／レポート：西 宏紀）

◎「ネットＰＰ」例会

   5月16日（土）15:00－18:00／「グリーン・フェローって知ってますか」報告：牧村好貢氏

   会場／「グリーンフェロー」：名古屋市北区清水5-10-8  TEL052(916)2241

         （地下鉄「黒川」駅から南東へ徒歩６分。緑の屋根と淡い茶色の5階建てのビル）
          ソーラー発電と温水利用、雨水利用、風力発電、屋上（屋根）の緑化、安全な建築素材などで

        作られた建物で、「環境企業や環境ＮＰＯ」が入居しています。建築主で住人の牧村さんがレポ   

        ターです。

以上

